「あいのかたち」
助演出・実技指導：佐野恵子
　　
ともや君（下野 友也）
　　
彼女（苑莎）
　
袋綴じの精（根来康介）
　　
父親（中坪俊）
　　
家族（佐野恵子）
　　
エキストラ予定：野村・倉光　

あらすじ
　へいぼんな　　　にちじょうに　　　まいおりた　

「でも、貴方は違った。私を捨てなかった」
「ダメ。ともや君は私のよ」

　「お帰り親父」

　「若い二人のお邪魔はしないさ」　　　　　　　　　　

　「家族愛って言うのはね、見守る愛なのよ」

「曲げずに貫くんだ。己の、生き様を」

　　「ものを大切にするといいことがあるんだ」

　　　　　　　　　　　「家族って素敵な言葉ね」

「もうやめてくれぇぇっ」

「私は貴方のことが好きだから」
きせきのような　　　あいの　　　きせきをえがいた　
おとぎばなし

注意：
十二歳以上推奨
　　　　　　　　　　　　　　　　　キーワード：大根芝居　　ほとんど一年オール芝居　　フィルター自重　　　
●
室内　明転
　　　ドアの音と共に明転。　
ともや君、彼女を部屋に案内する。部屋にはベッドとその他小物がある。ベッドの下はシーツで見えない。
彼女「わぁ。ここがともや君の部屋なの」
ともや「まぁね。ちょっと散らかってるけど、その辺座ってよ」
彼女「へぇ、私男の子の部屋って初めてなの（きょろきょろ見渡す）」
と「ははははは。見ての通り
ベッド以外ほとんど何にもないよ」
彼女「お家の人は？」
と「親父は出張で当分帰ってこないし、
母親とかは世界一周旅行に行ってる。だから今日は誰もいないんで好きにしてていいよ」
彼女「じゃあ･･･今日は、二人っきりってことね・・・」
と「まぁ、そうなるね」
　　　照れ合う場
と「あぁー…、そうだ。･･･何しよっか」
彼女「(照れながら)あのね、私ね、昔からしてみたかったことがあるの」
と「え、何？」
彼女「見られていると恥ずかしいから、ちょっと部屋の外で待っててくれる。終わったら呼ぶから」
と「うん、別にいいけど」
彼女「絶対に見ないでね」
と「うん、わかった（出口に向かう）」
　　　彼女、背を向けて服を脱ぐ動作を始める。ともや君がそれをチラ見して退出。
と「落ち着け、俺。
これはもしかしてもしかすると、いや待てよ。でも～」
ハケる。彼女服を脱ぎ、やる気。
彼女「(元気良く)ふふふふふ。
やっぱりお年頃の男の子の部屋に来たら、家捜し、きゃあないでしょ。一度やってみたかったんだ」
　　　彼女、鼻歌交じりであちこち家捜しを始めるも何も見つからず。
彼女「これも違う。これも・・・これも。う～ん、ないな～。となると、残るは
大本命（ベッドの方を見る）・・・。あっ、あった」
　　　効果音：ファンファーレ　　　
彼女「何これ。テスト？　０点ばっかり。
演劇に夢中だからってこれはちょっとダメだぞ」
　　　効果音：逆ファンファーレ
彼女「よし、今度こそ・・・あった」
　　　箱が出てくる。　　　　　効果音：ファンファーレ　　　
彼女「ついに発見しちゃった。何々、
『注意、開けるな』・・・んもーいけない子だな。あぁドキドキする。さてさて、いないうちに検閲させていただきます。」
　　　袋とじが出てくる。　　ＢＧＭ：心臓の音。最初かなりゆっくり徐々に速くなる　　青照明
彼女「これって雑誌とかについている袋とじよね？こんなものだけ開けずにとっておくなんて・・・（中身を見る）。セーラー服っぽいかな。私という彼女がありながら。よし、ともや君が持っている袋とじといふものを開けてみんとす」
　　　開けると同時に、それっぽい音楽、照明と共に袋綴じの精、奥から登場。その出で立ちはセーラー服。燦然と光を浴びてまさに登場。
彼女「えっえっ何、どうしたの」
精「私は
ヨダコトオハツジノミコト。俗に言う袋綴じの精。袋とじを開けてくれて有難う。おかげで出てくることができたわ」
彼女「・・・マジ？」
精「マジ」
と「おーい。どうしたんだ。今なんかすごい音が――」
　　　ともや君、上奥で光が当たる。

彼女「あー何でもない」
と「どうしたんだよ」
彼女「ちょっと待って。どうしようこの状況」
精「大変ね」
彼女「あなたはランプの精みたいなものでしょ。助けてよ」
精「いいわよ何するの」
と「誰か居るのか」
彼女「早く魔法の力で片づけて」
と「おい、だから誰かいるのか」
精「はい、チチンプイプイのプイ（手で片づける）」
彼女「はい、おまたせ～」
と「一体どうしたんだ…うわっ。・・・誰だオマエ」
精「私はヨダコトオハツジノミコト。俗に言う袋綴じの精」
彼女「私は何にもしてないのに、突然どこかから出てきたのよ。ババンッて（体で描写）」
と「えっ。何もない所からこんな変態チックな奴が
ババンッて出てきたのかよ（同じく体で描写）」
精「違うわ。私はこの子が開けた袋とじからババンッて出てきたのよ（描写）」
と・彼女・精「ババンッ…」

と「…の微妙な違いは置いといて（彼女とバケツリレーの動作）、元の場所に戻るなりこっから出てくなりしてくれ」
精「それは無理ね」
彼女「わかった。三つのお願い事ね」
と「あ、そうか」
精「無理よ」
と「何で」
精「
私は貴方のことが好きだから」
　　　悲しいＢＧＭ
と「へ？」
彼女「あぁ、
愛の力の前では、袋綴じの契約などないも同然ってことね」
と「妙な納得すんな」
精「袋とじなんて誰も大事にしない。
たいていみんな開けては失望して捨てていく。そこに私が宿っていることも知らず。場合には開けもせずに捨てて行ったわ。私の気持ちが分かる？　そんな惨めな気持ちを味わいたくなくて、この服だって、
ヌードだってやった。なんだってしてきた。似合わないことはわかってた。でも、他に方法があるの？　あるのなら教えてよ。私は、私は自分が本当に
正しい形で生まれてきたか分からなくなった」
彼女「苦労してきたんだね」
と「ヌードはだめだろ」
精「でも、貴方は違った。私を捨てなかった。ベッドの下の袋とじの中から貴方をずっと見ていたわ。ずっと」
彼女「
物を大事にするといい事があるんだね」
と「どこがいいんだよ」
精「そして私は気づいたのよ。英語で私は『Ｉ』。ということは
私とは貴方への愛そのもの」
彼女「ダメ。ともや君は私のよ」
精「貴方が知らないことも私は知ってるのよ。彼が夜な夜な汗をかきながら何をしているかとか」
彼女「もう、ともや君のＨ」
と「いや、筋トレしているだけだから」
精「その硬く引き締まった上腕二頭筋・・・（
抱きつく）」
彼女「きゃー」
　　　上奥の明かりがつき、部屋の明かりが弱くなる。父親、帰宅する。
父親「ふぅ、突然帰ってきたから、みんなきっとビックリするだろうな。それにしても、さっきからただいまーって言っても返事がないな。ともやだけは部屋にいるみたいだな。うん、こっそり行って驚かせてやろう。たまげろともや（勢いよく部屋に移動）」
　　　袋綴じの精がともやに抱きついている。みな一瞬ストップ。
父「ビックラ仰天。お父さんは何も見てないぞ」
と「違う。誤解だ」
父「おう。ただいまともや。さっきは空気を読めなくて悪かったな。でも、いくら若いからって、まだ日が高いうちからそういうことは勧められないな。いや、あくまでも一般論であってお前のことを言ってる訳じゃあないが」
と「お帰り親父。いいから聞けよ」
父「若い二人のお邪魔はしないさ。どうだ今度は空気読んでるだろ」
精「ナイスプレー」

と「そのまま空気になってろ」
　　　ともや君、精を振り払い、部屋の外に出る。暗転。音楽
　　　
　●居間　　父親とともや君が座ってる。
父「なるほど、事情はわかった」
と「まだ事情は話してねぇだろ」
　　　精、奥から現れる
精「
お茶でもどうぞ」
父「おっ気がきくね」
と「どっから現れた」
父「まぁ、そんなに照れるなよ。いいことじゃないか」
と「だから俺とこれは何も関係ないって」
父「わかった。・・・今日は赤飯でも炊くか」
と「わかってないじゃん」
父「ともやとの付き合いは長いのかい」
精「ええ。結構前からですのよ。ともやさんがずっと私を大事にしていてくれたから、私はこのまま生きていてもいいんだって思えるんです」
父「ともや、いい男に育ってくれてお父さんは嬉しいぞ」
精「でも、今まで外に出してくれませんでした」
父「ともや、監禁するなんてお父さんは悲しいぞ」
と「感情の起伏が激しくてウザいっ」
精「私、昨日の夜もともやさんのベッドの所にいたんです・・・」
と「オマエは紛らわしい事を言うな」
父「全国の皆さーん。ともやは、息子は大人への階段をー」
Ｘ「上ってるのね！」
　　　変な所（段ボールとか家具とかテーブルの下）から素早く出てくる。
と「のわっ。ど、どこから」
父「おかえり」
Ｘ「ただいま。話は全部わかっているわ」
精「えっと、この方は？」
と「まぁ、
親の様な姉の様な妹の様な座敷ワラシの様なものかな・・・」
父「彼女は私達の大事な家族だよ」
Ｘ「そう。私たちは家族なのよ。あ、私にもお茶ちょうだい」
精「今いれてきます」
　　　精、普通に奥にはける。それを眺めるＸ
Ｘ「ふ～ん、とも君がまさか
そっちの趣味に走るなんてね」
と「あれは俺の彼女じゃないって」
Ｘ「何だ気付いてないんだ（ひとりごちる）。それは見てたから知ってるわ」
と「見てたって、出かけてたんじゃ」
Ｘ「家族愛って言うのはね、
見守る愛なのよ。そしてＩって言うのは英語で私のこと。だからどこにいようと見守れるのよ」
と「そんな愛はいらない」
父「ともや。そんなことを言ったらダメだろ」
と「そうよ。世の中には愛に飢えている人がたくさんいるのよ。なのにそんなことを言うなんて～バカ―。しくしく」
父「このいじめっ子が」
と「大体なんだよ。どうしてこんな変なポジションがうちにはあるわけ」
父「ものを大切にするといいことがあるんだ。家族でいいじゃないか」
と「何でもかんでも家族でくくるな」
Ｘ「
家族って素敵な言葉ね」
父「さてと、顔はともかく、いい彼女を見つけたな（立ち上がり、はける」」
と「違う。顔は違くないけど、違うって（立ち上がり、追う）」
父「いいからいいから」
　　　ともや君、父親、上からはける。入れ替わるように精現る。
精「お茶をお持ちしました」
Ｘ「ありがとう。ごめんなさいね、お客様なのに」
精「いえ、そんな」
Ｘ「あなたって、・・・胸がないのね」
精「・・・はい」
Ｘ「でも大丈夫。
夢や希望で膨らませればいいのよ」
精「そうですよね」
Ｘ「ねぇ、とも君とキスしたこと、ないでしょ」
精「えぇ、まだ」
Ｘ「ふ～ん。とも君～。ちょっと来て―。ふふふふふ。楽しみ」
　　　
ともや君来る
と「何だよ？」
　　　Ｘ二人を中央付近で向かい合わす。以後、二人は言う通りに動く。ＢＧＭ：甘いもの
Ｘ「今から言う通りにするのよ。まず目と目を合わせ、照れ合い逸らし、また見つめあう。そしていつしか距離は狭まり、互いの手が触れ、吐息を感じ、そしてキスする！」
　　　ともや君、ぎりぎり回避す。精、勢い余ってそのまま転がっていく。
と「何させるんだよ。さっきも言ったけど俺の彼女は――」
Ｘ「部屋にいるんでしょ。言ったわよね、見守る愛だって。全部見てたのよ。誰もいない間に部屋に連れ込んじゃって。性的な意味合い百％じゃない」
と「見、見てたの」
Ｘ「『わぁ、ここがともや君の部屋なの』『ベッド以外何もないけど、その辺座ってよ』『私、男の子の部屋って初めてなの』『親父は出張、母親は世界一周旅行に行ってるから、今日は誰もいないんで好きにしてていいよ』『じゃぁ、今日は二人っきりってことね』『まぁ、そうなるね』とかやっちゃってもう」
と「やめてください」
Ｘ「（前回より早く）ダメ。もう一回。『わぁ、ここがともや君の部屋なの』『ベッド以外何もないけど、その辺座ってよ』『私、初めてなの』『今日は誰もいないんで好きにしていいよ』『あのね、私ね、昔からしたかったの。見られていると恥ずかしいから電気消して』『うん、わかった。落ち着け、俺、これはもしかしてもしかすると』」
と「もうやめてくれ～（逃げる）」　　　
　　　
●室内　明転
　　　彼女、ベッドの下に上半身を入れて何かを探している。
彼女「他にも何かないかな～」
と「ナニヤッテンダ」
彼女「健全な青少年の証を探してるの。それよりも分かっちゃったの！　
ｉは虚数なのよ。二乗したらマイナス１になるの」
と「ごめんついてけない」
彼女「これってノーベル賞ものよね」
　　　父親、上方向より現れる

父「おーいともや・・・・って一人ではなくて二人か。オマエは若い女の子をそんなに連れ込んでウホウホ何やってんだ」
　　　精、どこからか現れる
精「
女の子！　今私のことを女の子と言ったわね」
　　　ＢＧＭ：【ドロドロとしたもの】
父「え？」
精「喝！」
　　　父親、袋綴じの精に見えない力で吹き飛ばされる。
精「誰が見目麗しき女神だ。こんな顔でこんな声でこんな胸の女がどこにいる！　私は
男神だ」
　　　音楽と共に、エキストラ粛々と現われてセーラー服を脱がし、服を着せる。
と「女の設定じゃなかったのかよ」
精「私は袋綴じの精。しかし、その真の名はヨダコトオハツジノミコト。男神であるぞ」
彼女「ええええ、キャラが変わってるー！？」
　　　精、脱ぐ動作を始める。
と「あの、何をしてるんですか」　
精「ハムレット曰く、『
やるべきかやらぬべきか、それが問題だ』」
と「はい？」
精「
愛にも様々な形がある」
彼女「『my』とか『me』とか？」
精「純粋な愛と純粋な愛が交わると負の結果となる」
彼女「（何かに気づいたように）でも、
現実的な打算、つまり
実数の部分があることで愛は残る・・・！」
と「ちょっと待て、全部
ダジャレだろ。っていうか俺は男とは無理です」
精「安心しろ。男同士であることの問題は、神と人という大きな問題に比べたら小さきもの。しかし昨今では、王子様と村娘、お姫様と村息子といったように身分違いの恋は乗り越えられ、民族しかり、国籍しかり、異星人しかり、愛は全てを乗り越えてきた。だからこそ今、異種族間の同性愛も私は乗り越えられるのだ」
彼女「きゃー。私は今、究極の禁断の愛を眼のあたりにしているのね」
と「そんなこと言ってないで助けてくれ」
彼女「私、よその女の子にともや君をとられるのは嫌だけど、こういうのならアリかなーって」
精「既成の観念にとらわれない人間であるオマエになら、ともやの妻の座を与えてもよい」
彼女「そしたら貴方は
ともや君の旦那さまね」
と「勝手に決めんな」
精「なぜそんなに嫌がる」
と「自分の胸に手を当てて考えてみろ」
　　　精、手を当てて考え、そして気付く。
精「なるほど、
貧乳の男は嫌いか。だが大丈夫。望むなら、愛と夢と希望で何カップにもなろう。さぁさぁさぁ、ともに参ろうぞ」
と「いやだー、人でなしー（腰砕けになる）」
精「私は神だ。人ではない。だが、安心しろ。確かに私は人としての道は守らないが、
ホモとしての道は守る。無理なことはしない」
と「ほんと？」
精「あぁ（触れるほど近づく）」　
Ｘ「（渋めのvoice）待て！」

　　　
照明が卓上のＸを照らし出す。手には包み。精、彼女、ともや君辺りを見渡す。
と「た、助け」

Ｘ「安心するんだ。これを使え。
硬い大地を真っ直ぐに貫き、その装いは乙女の如き純白（
包みを開き、雪の如く白いものを出していく）」
精「この波動は、まさかッ・・・」

彼女・と「だ、だ」

と・彼・精「ダイコン！？」Ｘ「大根」

　　　Ｘ、雪の如き白をかざす。　　効果音：ジャキーン
と「だ、だいこんだぁぁァっ」
Ｘ「彼は大根が好きだ（精にパス）。
だからこれを使って貫け。曲げずに貫くんだ。己の、生き様を。思いを。（普通の声で）とも君、
見守ってるからね」
と「
そんな大根」

彼「あぁ大根」

精「子供は目をつぶるがよい（大根を両手に祈る仕草をしてともや君に近づいてゆく）」
　　　照明FO　音響徐々に大きくなる。暗転後、みなハケる。　
●室外　父親、グラスを片手に座ってる。
　　グラスを片手にした父親の姿のみが浮かび上がる。父親、
グラスアクション。
父「（グラス技）若いな・・・」

遠くから叫び声。
完全暗転。ＥＤ流れる。
終
作：中坪
中道具：ベッド、その他家具。椅子。テーブル。　
小道具：セーラー服・雑誌とか小物・テスト・袋とじ・湯呑・グラス
没話

　父「アンパンマンって知ってるか」

　と「突然なんだよ」

　父「知っているのか」

と「知ってるも何も」

　父「
知ってるんだな。なら分かるだろう。彼がいかに人気ものか」

　と「まぁ、それは」

　父「だが、彼には
友と呼べる存在が二つしかない。なぜだと思う」

　と「…さぁ」

　父「それはな、彼が友を選んでいるからだよ。いつか、友を危険に巻き込んでしまうことを恐れて、彼は友を選んでいるんだ。そして選ばれたのが、愛と勇気だ」

Ｘ「なるほどね。やっぱり愛ってすごいよ」

没話2

　
段ボールが詰まった饅頭を段ボールに詰めるところ
没話3

　彼女「そうか、
魔法の力で好きにしちゃえばいいんだ」
　と「オマエはどっちの味方だ」

　精「ここから先は刺激が強すぎる」

　　　　暗転、静寂

　精「
貴方は私を好きになーるーあなーるーなるなーるー」

� フルネームは宇奈月ともや。宇奈月は地名から。


� メインヒロイン？　鑑


� 女性はあまり好きではない。


� 世界を股に規格外のお仕事


� 何を隠そう本編最強キャラ。ともや君とも長い付き合い。その正体は…


� しもべ、式神、使徒みたいなもの。


� 祝、十八菌解除。CEROもかからないはず。


� 舞台を光で区切ってある。


� ここら辺は甘酸っぱい胸キュン空間。青春を忘れた者には青春を思い出させろ。ニヤニヤさせろ。ほんわかさせろ。ちょっとゆっくり目。


� ハッキリ言って、作中では常識的な要素が光りますけれど、彼も変人です。


� 破天荒な母親。フリーダムです


� 彼自身も明確なイメージはないです


� そこの所どうなんでしょうか


� たいていの物語で、男の子の隠し場所の王道として扱われている気が・・。


� 試験勉強中だったから


� これは誰が書いたのか


� 一種の決め台詞。回を追うごとにどんどん早口になる。バンクだね。実は男だよの逆読み。


� 下らないことは繰り返すと押しが強くなる


� ここら辺から実にシリアスに。甘いものだけだと飽きるから、感動させるつもりで。西瓜に塩をかけるのといっしょ。


� ホグワーツの校長先生曰く、愛は最強の魔法。他にも色々な話で、愛は呪いを解いたり、奇跡を起こしたり、ラブラブ天驚拳したりと、すごい活躍


� 「デスノート」の夜神月とかが失望してました。


� 写真がプリズム内で出回っているとか


� 男のこと


� 後々の父親のセリフの前触れ


� 自らのアイデンティティの確立。これは後々のセリフでも現れる


� 「近くにいるのに、遠かった。触れてもらうことはおろか、気付いてもらうことも出来ない。逢いたくて、でも逢えなくて。側にいられるだけでも幸せなのだろうに。求めてしまう。願ってしまう。もしも願いがかなうなら、助けを求め　震える私を抱いて。構わないよ愛が無くても」って感じか。別にただの筋肉好きではない。参考もと省略。後付けで、愛とアイデンティティがかかってる。


� 人ん家の台所事情をよく知っているのは精だからです。


�居候キャラとも少し違います。


� 男色のことです。精の正体をわかているんです


� 物陰ではないですよ


� 仲の良さの程度をごまかすのにも


�夢や希望を赤ちゃんに与える為に膨らむそうです


� ともや君は頭が上がりません


� i  * i  = -1　　　そして、私とは実のないもの。


� 実は今まで、誰もこの点を言及していない。


� ウィキによると、キリスト教かなんかでは、神　＝愛だとか。無論、後付けです。


� こういう訳は極稀。普通は「死ぬべきか生きるべきか・・・」


� 人を傷つける愛。救う愛。家族愛。友愛。敬愛etc・・・


� 体やお金や体面


� 例として、( 3 - 5i )* i = 3i + 5


� ダジャレとは類似性であり、類似性による繋がりは異なる世界の懸け橋となる。例としては電気の世界と磁気の世界。つまり、ダジャレは世界をつなぐ。


� ともや君ハーレムエンドへの道が確立


� ステータス


� 熱いホモだ


� 新の大根芝居の始まり。


� 煮てもよし、焼いてもよし、生でもよしの万能品。


� 後付けで、全てを曝け出すことを暗示


� あくまでも、貫くのは生き様です


� 家族愛とは見守る愛


�　そんな馬鹿な


�やってみたかった


� 御想像に任せます


� 冬公演のパロディも入ってる


� アンパンマンのテーマに、「愛と勇気だけが友達」とある


� 時事ネタを挟みたかった


� ランプの精はこれが出来ない。つまり、袋とじはランプよりも上


� 言い方によっては・・・





